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商号商号

企業概要企業概要

設 立 ・ 決 算設 立 ・ 決 算
資 本 金資 本 金
発行済株式数発行済株式数
代 表 役 員代 表 役 員
主 要 株 主主 要 株 主

事 業 内 容事 業 内 容
収益セグメント収益セグメント
本 社 ・ 事業 所本 社 ・ 事業 所
連 結 子 会 社連 結 子 会 社
従 業 員従 業 員

YUMESHIN HOLDINGS CO.,LTDYUMESHIN HOLDINGS CO.,LTD

20062006年年99月末　現在月末　現在

ⅠⅠ..ビジネスモデル　ビジネスモデル　【会社概要【会社概要Code:2362　】】
０１０１

19801980年年11月月2828日（日（99月決算）月決算）
88億億514514万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
74,573,44074,573,440株株　　【自己株式　【自己株式　2,806,0002,806,000株】　株】　
代表取締役会長兼社長　　代表取締役会長兼社長　　佐藤眞吾　佐藤眞吾　
佐藤眞吾佐藤眞吾47.447.4％％ （有）佐藤総合企画（有）佐藤総合企画5.25.2％　佐藤淑子％　佐藤淑子4.44.4％　大阪証券金融㈱％　大阪証券金融㈱3.83.8％％
深井英樹深井英樹2.02.0％　資産管理サービス信託銀行㈱（信託口）％　資産管理サービス信託銀行㈱（信託口）1.31.3％　ｺﾒﾙﾂﾊﾞﾝｸ％　ｺﾒﾙﾂﾊﾞﾝｸ（（ｻｳｽｻｳｽ ｲｰｽﾄｲｰｽﾄ ｱｼﾞｱ）ﾘﾐﾃｯﾄﾞｱｼﾞｱ）ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 1.11.1％％
Ⅰ．関係会社に対する経営指導　Ⅱ．有価証券の保有・売買・投資・運用業務、引き受け・募集、情報の提供Ⅰ．関係会社に対する経営指導　Ⅱ．有価証券の保有・売買・投資・運用業務、引き受け・募集、情報の提供

Ⅰ．人材派遣・業務請負事業　　Ⅱ．設備工事事業Ⅰ．人材派遣・業務請負事業　　Ⅱ．設備工事事業　Ⅲ　Ⅲ.  .  その他（検査・金融）その他（検査・金融）

【本社】東京都文京区大塚【本社】東京都文京区大塚　　33--1111--66　大塚三丁目ビル　　大塚三丁目ビル　66FF　【　【事業所】虎ノ門オフィイス・赤坂バックオフィイス事業所】虎ノ門オフィイス・赤坂バックオフィイス
【連結】【連結】1313社（合併１社・株式譲渡社（合併１社・株式譲渡22社・譲渡契約解除社・譲渡契約解除11社を含む）社を含む）　（　（0505年年99月末　月末　55社）社）
【連結】【連結】2,4212,421名　（名　（0505年年99月末　月末　1,5801,580名）名）

夢真ホールディングス夢真ホールディングス

企業価値の極大化企業価値の極大化

05/9期
人材ビジネス人材ビジネス
【業界ＮＯ１】【業界ＮＯ１】

事業拡大戦略事業拡大戦略

06/9期
建設周辺業務建設周辺業務
【一貫体制】【一貫体制】

07/9期（Ｅ）
企業投資業務企業投資業務
【【利益創出利益創出】】

Ｍ＆ＡＭ＆Ａ

夢真の「夢」という文字には、常にチャレンジ精神を持ち夢真の「夢」という文字には、常にチャレンジ精神を持ち

顧客と社員の夢を実現させる意味があります。顧客と社員の夢を実現させる意味があります。

【夢真】という社名に託された思い【夢真】という社名に託された思い

＋18名33名15名

増減06/9期05/9期

＋317名1,657名1,340名

＋459名674名215名

10名 ＋47名57名

1社●●夢真ＨＤ夢真ＨＤ

社数

3社→5社■人材派遣・業務請負

1社→3社■不動産建設

1社→3社■その他（検査・金融）



出資形態出資比率社員数事業内容社名（連結子会社）
グループ化
時期

収益セグメント収益セグメント

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

営業利益

販売管理費

売上総利益

売上原価

人材

25名

202名

469名

77名

884名

技術者マッチング

人材派遣・営業支援

運転維持管理業務

施工図作図

施工管理業務

㈱夢真テクノスタッフサービス

㈱夢真コミュニケーションズ

㈱夢真エンジニアリング

YUMESHIN VIETNAMYUMESHIN VIETNAM

㈱夢真 設立05年4月

設立05年4月

株式譲受05年5月

株式交換

設立05年11月

100.0％

100.0％

74.6％

売上総利益

売上原価

不動産建設

248名

15名

411名

総合建設業

不動産デベロッパー

設備工事（電気・空調）

勝村建設㈱

㈱夢真アーバンフロンティア

㈱夢真総合設備（※１） 株式譲受05年12月

株式譲受05年12月

新会社設立05年12月

100.0％

100.0％

86.9％

売上総利益

売上原価

不動産建設

0名

15名

42名

ＶＣ事業・企業再生

金融資産形成

建物検査・瑕疵保証瑕疵保証

㈱夢真キャピタル

㈱夢真証券

住宅検査夢真㈱ 第三者割当05年7月

設立05年10月

株式譲受06年3月

※※社員数には役員は含まれていません社員数には役員は含まれていません

人材ビジネス人材ビジネス
【業務請負】【業務請負】

【人材派遣】【人材派遣】

不動産建設
【不動産】
【建設】
【設備工事】

その他
【検査】
【金融】

05年4月

05年4月

05年5月

05年7月

05年11月

05年11月

06年3月

06年3月

06年7月

05年10月

06年3月

05/9期 06/9期

成長のスピードアップ成長のスピードアップ

経営指導経営指導

Ｍ＆ＡＭ＆Ａ

ガバナンスガバナンス

資金調達資金調達

筆頭株主
事業パートナー
筆頭株主筆頭株主
事業パートナー事業パートナー

※その他連結子会社　　　　　　　　　　　　　　　※その他連結子会社　　　　　　　　　　　　　　　
　　㈱夢真コーポレーションと㈱アルシオンは　　㈱夢真コーポレーションと㈱アルシオンは
　　小規模企業なので掲載していません　　小規模企業なので掲載していません

ⅠⅠ..ビジネスモデル　ビジネスモデル　【【直近のＭ＆Ａ活動トピックス直近のＭ＆Ａ活動トピックス 】】
０２０２

売上高構成比売上高構成比　　　　　　　
0606年年99月期月期【実績】【実績】

■人材ビジネス　　　　
■不動産建設　　　　
■その他

NewNew

20062006年年99月末　現在月末　現在

社員数=33名夢真ＨＤ

勝村建設勝村建設

※※１【合併】　㈱夢真総合設備は１【合併】　㈱夢真総合設備は0606年年33月に近畿工業㈱（月に近畿工業㈱（0505年年99月子会社化）と丸紅設備㈱（子会社；㈱アサノ建工）月子会社化）と丸紅設備㈱（子会社；㈱アサノ建工） （（0505年年1212月子会社化）の合併会社　　　月子会社化）の合併会社　　　
※２【譲渡①】　東亜建設技術㈱（※２【譲渡①】　東亜建設技術㈱（0505年年1212月子会社化）はグループシナジーが見込まれない為、月子会社化）はグループシナジーが見込まれない為、0606年年99月月2828日に譲渡日に譲渡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 【譲渡②【譲渡②】　】　㈱夢真スピリット（㈱夢真スピリット（0606年年77月子会社化）は偶発債務発生の可能性がある為、月子会社化）は偶発債務発生の可能性がある為、0606年年1111月月2020日に譲渡契約解除日に譲渡契約解除　　

24.3%

75.3%

0.5%



不動産開発不動産開発 建設建設 設備工事設備工事 施工管理施工管理 建物検査建物検査

06/9期・・・建設不動産業務　コングロマリット体制の構築建設不動産業務　コングロマリット体制の構築

技術者マッチング技術者マッチング人材採用人材採用
人材派遣人材派遣

勝村建設勝村建設

人事部人事部

One Stop SolutionOne Stop Solution
Ｍ＆ＡＭ＆Ａ
シナジー重視シナジー重視

1st STAGE　　

　　 ⅠⅠ..ビジネスモデルビジネスモデル　　【【0606年年99月期　事業活動トピックス　建設月期　事業活動トピックス　建設コングロマリット体制の構築コングロマリット体制の構築　】　】
０３０３

※※Conglomerate Conglomerate 【【集合体】集合体】

06/9期
差別化
プラットフォーム
構築

06/9期
差別化差別化
プラットフォームプラットフォーム
構築構築

●●05/9期下期～06/9期　

　　建設不動産関連の新業態を次々に立ち上げる事で建設不動産関連の新業態を次々に立ち上げる事で
　プラットフォームを構築して継続的安定成長を実現　プラットフォームを構築して継続的安定成長を実現

ストック収益モデルストック収益モデル

業態別にプラス効果がある企業のＭ＆Ａを実施業態別にプラス効果がある企業のＭ＆Ａを実施

業態　Ａ業態　Ａ

業態　Ｂ業態　Ｂ

業態　Ｃ業態　Ｃ

業態　Ｄ業態　Ｄ

業態　Ｅ業態　Ｅ
売売
上上
高高

時間軸時間軸

＆
　Ｍ＆Ａ企業を当社の再生ノウハウで　Ｍ＆Ａ企業を当社の再生ノウハウでValue upValue up後後にに
　グループ内シナジー不適格企業を短期的に売却　グループ内シナジー不適格企業を短期的に売却

フロー収益モデルフロー収益モデル

夢真ＨＤ

06年9月05年12月㈱アサノ建工※※

06年9月

売却

05年12月

購入企業名／時期

東亜建設技術㈱

１
２

■06年9月期　主なフロー収益モデルの企業実例

徹底した収益性重視（企価値極大化）戦略徹底した収益性重視（企価値極大化）戦略
１．子会社後、早期にグループ内シナジーの検証１．子会社後、早期にグループ内シナジーの検証
２．検証結果＝黒字企業でも不適格企業は売却２．検証結果＝黒字企業でも不適格企業は売却

合併・統合合併・統合
人事交流人事交流

※※　㈱夢真総合設備の子会社　㈱夢真総合設備の子会社



20052005年度　年度　経常経常利益率（％）利益率（％）

5％ 10％

10％

メイテックメイテック

クリエアナブキクリエアナブキ

◎◎

0％

◎◎

20052005年度年度　　前期比前期比売上高売上高成長率（％）成長率（％）

●

20％

30％

40％

50％

グッドウィルグッドウィル◎◎

◎◎ エイジスエイジス

◎◎
フルキャストフルキャスト

◎◎
インテリジェンスインテリジェンス

◎◎
アルプス技研アルプス技研

◎◎
バックスグループバックスグループ

◎◎
クリーク＆リバークリーク＆リバー

◎◎
キャリアバンクキャリアバンク

夢真夢真

15％

ⅠⅠ..ビジネスモデル　ビジネスモデル　【事業成長ステージ　高収益ＮＯ１【事業成長ステージ　高収益ＮＯ１建設コングロマリット企業への挑戦】建設コングロマリット企業への挑戦】
０４０４

商号変更商号変更

05/9期【実績】　　　　　　　　　　

““業界業界--NO1 CompanyNO1 Company””
【【建設アウトソーシング企業】建設アウトソーシング企業】

07/9期【目標】

““収益率収益率NO1NO1--CompanyCompany””
【【建設不動産特化型建設不動産特化型Ｍ＆Ａ企業Ｍ＆Ａ企業 】】

06/9期【実績】

““OnlyOnly--One CompanyOne Company””
【【建設コングロマリット企業建設コングロマリット企業 】】

夢真ホールディングス夢真ホールディングス

【【 05年4月1日】持株会社体制へ移行】持株会社体制へ移行
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【百万円】
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2004 2005 2006 2007（Ｅ）

売上高【売上高【1.91.9倍成長倍成長】】
41,554百万円⇒78,500百万円

経常利益【経常利益【3.03.0倍成長倍成長】】
1,286百万円⇒3,800百万円

07/9期（Ｅ）
4,000

2,000

1,000

0

3,000

７8,500

3,800

41,554

1,286

成長のスピードアップ成長のスピードアップ

売上高【左軸】と税前当期利益【右軸】推移
【百万円】



売上高 ：539.4％成長 　41,554百万円（前年同期　6,499百万円 ）

経常利益　： 81.9％成長 　 1,286百万円（前年同期　 707百万円）

当期利益　：▲78.5％成長 　　 69百万円（前年同期　 323百万円）

売上高売上高 ：：539.4539.4％成長％成長 　　41,55441,554百万円百万円（前年同期　（前年同期　6,4996,499百万円百万円 ））

経常利益　：経常利益　： 81.981.9％成長％成長 　　 1,2861,286百万円百万円（前年同期　（前年同期　 707707百万円）百万円）

当期利益　：当期利益　：▲▲78.578.5％％成長成長 　　　　 6969百万円百万円（前年同期　（前年同期　 323323百万円）百万円）

ⅡⅡ..経営指標　経営指標　【【 0606年年99月期月期　決算報告―１　決算報告―１　　Ｓｕｍｍａｒｙ　Ｓｕｍｍａｒｙ　公表予想との差異分析公表予想との差異分析】】
０５０５

06/906/9期期業績の公表予想との差異業績の公表予想との差異

０６年９月期　前期比較０６年９月期　前期比較　　

81.9％

139.5％

232.1232.1％％

前期比
【実績】

59.859.8％％

▲ 78.4％

253.3％

539.3539.3％％

①① ②② ③／①③／①

349営業利益

323当期利益

6,499売上高売上高 合計合計

1,524販売管理費

6,499■人材派遣・業務請負

■不動産建設

■その他（検査・金融）

707経常利益

1,873粗利益

05/9期
【実績】（単位；百万円）

　 2,150

　 2,260

　　 1,200

6,770 

　 4,510

52,100

　　160

42,804

9,136

06/9期
【公表予想】

１

２

３

４

予想に対して予想に対して
達成率達成率 73.173.1％％

▲8641,286

▲1,423837

▲5486,222

▲1,131

＋875

▲10,546

＋ 39

▲13,305

＋ 1,249

公表予想
差額

06/9期
【実績】

69

5,385

41,554

200

31,269

10,084

③③

新規Ｍ＆Ａ企業の増加
経営指導力の発揮

新規Ｍ＆Ａ企業の増加新規Ｍ＆Ａ企業の増加
経営指導力の発揮経営指導力の発揮

③－②③－②

※公表予想　※公表予想　０６年２月７日　業績修正予想０６年２月７日　業績修正予想数値数値

１．【売上高】・・・・・・１．【売上高】・・・・・・ ■不動産建設の計画未達成→勝村建設㈱　【売上高予測不動産建設の計画未達成→勝村建設㈱　【売上高予測10,850百万円】業績寄与ゼロ百万円】業績寄与ゼロ
２．【営業利益】・・・・２．【営業利益】・・・・【会計要因①】【会計要因①】株式売却益【株式売却益【 624百万円】が営業外収益ではなく特別利益扱いの指示百万円】が営業外収益ではなく特別利益扱いの指示
３．【経常利益】・・・・３．【経常利益】・・・・ ■勝村建設㈱【勝村建設㈱【経常利益　経常利益　260百万円予測】の業績寄与ゼロ百万円予測】の業績寄与ゼロ

４．【当期利益】・・・・①【４．【当期利益】・・・・①【会計要因②会計要因②】退職給付変更差異＆子会社の過年度修正②株式評価損【】退職給付変更差異＆子会社の過年度修正②株式評価損【700百万】百万】

業績差異　業績差異　

Point

0606年年99月期　月期　

【子会社同士の合併効果】
【シナジー不適格企業の早期売却】
会計要因=当初予想との差異

【子会社同士の合併効果】【子会社同士の合併効果】
【シナジー不適格企業の早期売却】【シナジー不適格企業の早期売却】
会計要因会計要因==当初予想との差異当初予想との差異

勝村建設勝村建設

NewNew



ⅡⅡ..経営指標　経営指標　【【 ０６年９月期　決算報告―２　損益計算書０６年９月期　決算報告―２　損益計算書　】】

75.3％31,269■不動産建設

0.5％200■その他（検査・金融）

2.8％1,1807.2％470営業外収益

1.8％7301.7％112営業外費用

3.1％1,28617.8％707経常利益

1.7％7220.0％0特別利益

2.7％1,1321.0％67特別損失

4.3％8769.9％639税金等調整前当期純利益

2.1％8064.9％316法人税・住民税及び事業税

法人税調整額

100.0％41,554100.0％6,499売上高

85.0％35,33271.2％4,625売上原価

15.0％6,22228.8％1,873売上総利益

13.0％5,38523.5％1,524販売管理費

2.0％8375.4％349営業利益

0.1％695.0％323当期純利益

24.3％10,084100.0％6,499■人材派遣・業務請負

06/9期05/9期
構成比
（％）

構成比
（％）

単位：百万円　（切り捨て）
決算期　９月

増減06/9期05/9期

＋ 2,2382,843605人件費人件費【百万円】【百万円】

9.3％ ▲2.5％6.8％対売上高比率対売上高比率

０６年９月期０６年９月期　　前期比売上高　６．４倍成長！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比売上高　６．４倍成長！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設コングロマリット企業として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設コングロマリット企業として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業ポートフォリオが大きく変化！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業ポートフォリオが大きく変化！

05年9期

売上高構成比売上高構成比

０６０６

100.0%

24.3%

75.3%

0.5%

■人材ビジネス　　　　
■不動産建設　　　　
■その他

06年9期

建設建設
アウトソーシングアウトソーシング
企業企業

建設建設
コングロマリットコングロマリット
企業企業

１

●●人件費関連費用の推移人件費関連費用の推移

２

0.4％

10.5％

06/9期

+5.1％

増減

■不動産建設

5.4％■人材ビジネス

05/9期

３
●●セグメント別営業利益率セグメント別営業利益率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　【　　　　　【 ■人材ビジネスの高収益体制の継続】

●●従業員数の推移従業員数の推移

＋8412,4211,580従業員数従業員数【名】【名】

増減06/9期05/9期

経営戦略



ⅡⅡ..経営指標　経営指標　【【 ０６年９月期　決算報告―３　セグメント別四半期業績動向０６年９月期　決算報告―３　セグメント別四半期業績動向　】】
０７０７

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2004 2005 2006Ｑ１ 2006Ｑ２ 2006Ｑ３ 2006Ｑ４

0

300

600

900

1,200

1,500

0

1,500

2004
【12ヶ月】

2006第１Ｑ
【10～12月】

6,499
4,348

34,529

4,348

26,949

160

1,200

300

0

2006第2Ｑ
【1～3月】

2006第3Ｑ
【4～6月】

2006第4Ｑ
【7～9月】

2,572

6,486

5,054

9,136

6,499

2005
【12ヶ月】

876

四半期セグメント別売上高四半期セグメント別売上高

41,554

10,084

31,269

200

06/9期第４Ｑ（当初予測）

①子会社売却益【①子会社売却益【630百万円】

②勝村建設【暖簾代400百万円】
2,150

06/9期第４Ｑ（実績）

①株式評価損①株式評価損

　　 【【700百万円】

②退職給付変更

　　 【【150百万円】

③東亜建設工業

　　　過年度修正

　　【【180百万円】

900

600

40,000

30,000

20,000

10,000

348

669

639

7,871

19,651

30

税引前当期利益

297

1,054

24,735

合併シナジー効果合併シナジー効果

上方修正上方修正

■■その他その他

売上高（左軸）と税引前当期利益（右軸）の推移売上高（左軸）と税引前当期利益（右軸）の推移

1,256

50,000

（百万円）（百万円）

06/9期

日本技術開発日本技術開発

売却益売却益

■■人材ビジネス人材ビジネス
■■不動産建設　不動産建設　



21,880

5,069

16,810

05/9期

7,23812,318固定資産合計

18,11435,624流動資産合計

26,06347,943資 産 合 計

06/9期 増減【資産の部】

10,35919,3348,974固定負債合計

14,85125,20810,356流動負債合計

25,21144,54319,331負 債 合 計

06/9期05/9期 増減【負債の部】

▲268▲134134その他有価証券評価差額

0805805資本金

▲3511,5591,910資本・利益準備金

125▲678▲803自己株式

▲ 4661,5582,054純資産合計（資本合計）

06/9期05/9期 増減【資本の部】

8,09011,5083,417受取手形受取手形//売掛金売掛金

2,098

10,149

05/9期

6,7448,842棚卸資産【販売用不動産】棚卸資産【販売用不動産】

1,50511,655現金及び預金現金及び預金

増減06/9期（単位；百万円）

ⅡⅡ..経営指標　経営指標　【【 ０６年９月期　決算報告―４　貸借対照表・ＣＦ計算書０６年９月期　決算報告―４　貸借対照表・ＣＦ計算書　】】

単位：百万円　以下切り捨て

０８０８

　　　　　　　　05年11月22日　【株式交換で自己株式を活用】⇒株式交換で自己株式を活用】⇒　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

1,9377,276▲1,106現金及び現金同等物の増減額

▲2,240112310営業活動によるｷｬッｼｭ･ﾌﾛｰ

▲3,180▲518▲2,055投資活動によるｷｬッｼｭ･ﾌﾛｰ

8,3431,0662,172現金及び現金同等物の期首残高

4,6717,681639財務活動によるｷｬッｼｭ･ﾌﾛｰ

10,2808,3431,066現金及び現金同等物の期末残高

05/9期04/9期 06/9期【ＣＦ計算書】

4,6347,8403,206短期借入

6,27314,0407,767長期借入

50.2%

05/9期

49.4%有利子負債依存度率

増減06/9期（単位；百万円）

1,299

4,272

05/9期

3,5677,840支払手形支払手形//買掛金買掛金

1,9503,249完成工事受入金

増減06/9期（単位；百万円）

-8,000

-6,000

-4,000

-2,000

0

営業ＣＦ 310 112 -3,180 

投資ＣＦ -2,055 -518 -4,572 

フリーＣＦ -1775 -406 -7,752 

04/9期 05/9期 06/9期

【百万円】【百万円】

キャッシュ・フロー推移キャッシュ・フロー推移



3,800876税引前当期利益

78,50041,554売上高売上高

3,083837営業利益

8,4696,222粗利益

2,000323当期利益

3,8001,286経常利益

53865,385販売管理費

07/9期（E)06/9期（単位；百万円）

333.4％

268.2％

36.1％

28.7倍

203.8％

0.0％

88.9％

前期比

27.80.9ＥＰＳ（円）ＥＰＳ（円）

０７年９月期　セグメント別　売上高計画０７年０７年９月期　セグメント別　売上高計画９月期　セグメント別　売上高計画

78,500

　　911

66,443

11,156

07/9期（E)

10.2％10,084■人材派遣・業務請負

88.9％41,554売上高売上高

112.5％31,269■不動産建設

353.3％200■その他（検査・金融）

前期比06/9期単位；百万円　（切り捨て）

ⅡⅡ..経営指標　経営指標　【【 ０７年０７年９月期　９月期　業績予測業績予測　】】
０９０９

０７年０７年９月期（Ｅ）９月期（Ｅ） 売上高　前期売上高　前期比８８．９％成長比８８．９％成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　連結子会社の収益率改善にも注力・・・・　　　連結子会社の収益率改善にも注力・・・・税引前当期利益税引前当期利益　前期比４．３倍成長を目指す前期比４．３倍成長を目指す

【通期業績寄与】0606年年77月月

Ｍ＆ＡＭ＆Ａ
ゼネコンゼネコン 勝村建設勝村建設

NewNew

580経常利益

27,240売上高

07/9期Ｅ【百万円】

業績計画　業績計画　Point0707年年99月期　月期　

売上高構成比売上高構成比

14.2%

84.6%

1.2%■人材ビジネス　　　　
■不動産建設　　　　
■その他

07年9期（Ｅ）

１

06年9期

１

売上成長ドライバー売上成長ドライバー
経常利益構成比経常利益構成比

■人材ビジネス　　　　
■不動産建設　　　　
■その他

75.0%

25.0%

▲
11.6%

41.0%

39.0%

20.0%

利益面はバランス化利益面はバランス化

2

Point
売上高

Point
経常利益

24.3%

75.3%

0.5%
０７年９月期　業績計画０７年０７年９月期　９月期　業績計画業績計画

２



「「夢真ＨＤ夢真ＨＤ　　企業価値の極大化」のスタート企業価値の極大化」のスタート

～売上規模成長主義から収益性重視経営への変革～～売上規模成長主義から収益性重視経営への変革～

07/9期【目標】　「建設不動産」特化型のＭ＆Ａファンドの組成「建設不動産」特化型のＭ＆Ａファンドの組成

事業戦略事業戦略

Ｍ＆Ａ活動はＭ＆Ａ活動は22ndnd STAGESTAGEでも継続でも継続

1st STAGE　　

Ｍ＆Ａ活用による事業規模拡大期Ｍ＆Ａ活用による事業規模拡大期

2nd STAGE　　筋肉体質企業への変革筋肉体質企業への変革

「高収益構造」＆「財務健全化」の推進「高収益構造」＆「財務健全化」の推進

不動産建設業務不動産建設業務 企業投資業務企業投資業務２

「金融」＆「情報」シナジー「金融」＆「情報」シナジー

経営力強化経営力強化３

高収益構造高収益構造

　　 ⅢⅢ..今後の事業戦略　今後の事業戦略　【　０７年９月期　事業活動方針【　０７年９月期　事業活動方針　】　】
１０１０

建設コングロマリット体制の構築建設コングロマリット体制の構築

事業戦略事業戦略

““OnlyOnly--One CompanyOne Company””

建設周辺業務のＭ＆Ａ活動の推進建設周辺業務のＭ＆Ａ活動の推進

業態　Ａ業態　Ａ

業態　Ｂ業態　Ｂ

業態　Ｃ業態　Ｃ

業態　Ｄ業態　Ｄ

業態　Ｅ業態　Ｅ

売上高売上高

31期（09/9）30期（08/9）2929期（期（07/907/9））28期（06/9）27期（05/9）

「「人材」＆「業務」シナジー人材」＆「業務」シナジー

経営体制の強化経営体制の強化
【内部統制システム構築】【内部統制システム構築】

コーポレートブランド強化コーポレートブランド強化
【東証１部上場の準備開始】【東証１部上場の準備開始】

１

財務健全化財務健全化

Ｍ＆Ａのアライアンス戦略Ｍ＆Ａのアライアンス戦略
【ファンド連携・共同出資】【ファンド連携・共同出資】

効率的グループ経営効率的グループ経営
【バックオフィス体制強化】【バックオフィス体制強化】

業界　ＮＯ１業界　ＮＯ１
CompanyCompany



【【建設コングロマリット企業建設コングロマリット企業 】の優位性】の優位性==①人材活用＆②採用強化の推進①人材活用＆②採用強化の推進07/907/9期　期　業務シナジー業務シナジー

不動産開発不動産開発
建設建設 設備工事設備工事 施工管理施工管理 建物検査建物検査

チャレンジチャレンジ

開発プロジェクトの一貫体制開発プロジェクトの一貫体制　

ベルハイム西荻窪

07年3月に竣工

　　 ⅢⅢ..今後の事業戦略　今後の事業戦略　【バックオフィス体制強化による高収益構造【バックオフィス体制強化による高収益構造　】　】
１１１１

74戸2,280マンションマンション

44棟2,1705棟278戸建戸建

供給数06/9期 戸数07/9期（E)（単位；百万円）

■■07/9期　期中契約高予測　　期中契約高予測　

勝村建設勝村建設

特命受注特命受注
【工期短縮】【工期短縮】

■夢真（6）　　　　　　　　　　
■夢真エンジニアリング（3）
■夢真総合設備（12） 　　　
■住宅検査夢真（9）

関東・東海

2拠点 １拠点

5拠点
5拠点

北海道・東北

2拠点

2拠点

中部

1拠点

2拠点

2拠点

関西

1拠点
１拠点

2拠点

1拠点

四国・九州

1拠点 １拠点

1拠点 3拠点

■■07/9期（Ｅ）　　新規採用　新規採用　500名目標　　

統一ブランドで認知度向上統一ブランドで認知度向上

全国規模の人材採用強化　

勝村建設の人材活用

人材採用人材採用
ノウハウノウハウ

技術者技術者
マッチングマッチング

成長の源=人材獲得



Value upValue up
子会社化子会社化

[[ストック収益ストック収益]]

売却売却
[[フロー収益フロー収益]]

２

３

【再検証】【再検証】

１【高い参入障壁】１【高い参入障壁】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　不動産建設のコングロマリット企業としての　不動産建設のコングロマリット企業としての　

　　Ｍ＆Ａ審査能力　　Ｍ＆Ａ審査能力

２【過去実績】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２【過去実績】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　直近２年間での企業再生実績による信用力　直近２年間での企業再生実績による信用力

３【財務体質強化】　　　　　　　　　　　　　　　　　　３【財務体質強化】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　有利子負債依存度率の低下（財務健全化）　有利子負債依存度率の低下（財務健全化）　

　　　　　　

【検証】【検証】

事業法人事業法人
ファンドファンド
資産家資産家
企業家企業家

シナジー効果シナジー効果
子会社化子会社化

[[ストック収益ストック収益]]

Value upValue up
売却売却

[[フロー収益フロー収益]]【検証】【検証】

４

当社の３つの強み当社の３つの強み

アライアンス企業アライアンス企業

【共同出資】【共同出資】

金融機関金融機関

事業会社事業会社

【建設不動産】業界【建設不動産】業界

【Ｍ＆Ａ案件】【Ｍ＆Ａ案件】

１

【仲介】【仲介】

【建設不動産】業界【建設不動産】業界

【Ｍ＆Ａ案件】【Ｍ＆Ａ案件】

Ｍ＆ＡＭ＆Ａ
ファンドファンド

06/9期【実績】　有利子負債依存度率　 49.4％

　　 ⅢⅢ..今後の事業戦略　今後の事業戦略　【　共同出資型Ｍ＆Ａによる財務健全化【　共同出資型Ｍ＆Ａによる財務健全化　】　】
１２１２

筋肉体質企業のキー筋肉体質企業のキー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「財務健全化」「財務健全化」 が不可欠！が不可欠！

07/9期目標

Ｍ＆Ａ企業ブランドの構築Ｍ＆Ａ企業ブランドの構築

【建設周辺業務・不動産】【建設周辺業務・不動産】
Ｍ＆Ａ情報量　ＮＯ１企業ヘＭ＆Ａ情報量　ＮＯ１企業ヘ



成長性【ストック収益】成長性【ストック収益】
＆＆

収益性【フロー収益】収益性【フロー収益】

経営基盤の構築経営基盤の構築

建設不動産業務　建設不動産業務　

コングロマリット体制コングロマリット体制

YUMESHIN　HD Vision 2009

31期
（09/9）

30期
（08/9）

29期
（07/9）

28期
（06/9）

27期
（05/9）

M&AM&A（（品質重視）品質重視）

04/9期

経常利益　
6.6億

07/9期（Ｅ）

経常利益

　38億

09/9期（E)

経常利益

6262億億

グループ企業
シナジー効果
グループ企業グループ企業
シナジー効果シナジー効果

建設不動産業務建設不動産業務

選択と集中（統合＆売却）選択と集中（統合＆売却）

M&AM&A（（プラス効果重視プラス効果重視））

Ｍ＆Ａ・投資業務　Ｍ＆Ａ・投資業務　
財務健全化の強化対策財務健全化の強化対策

１

２

　　 ⅣⅣ..中期利益計画　中期利益計画　【高収益構造の構築【高収益構造の構築==企業価値の極大化に注力－１】企業価値の極大化に注力－１】
１３１３

　　高収益体制の高収益体制の　　““OnlyOnly--One CompanyOne Company””を目指してを目指して

07/9期～
共同出資型
Ｍ＆Ａ

07/9期～
共同出資型共同出資型
Ｍ＆ＡＭ＆Ａ



4,348 6,499
10,084 11,046 12,518 14,313

77,700

84,500

31,269

66,443

1,527

1,224

911

200

6,200

5,100

3,800

1,286

639669

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2004 2005 2006 2007E 2008E 2009E

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

経常利益
経常利益経常利益

株主配当株主配当 通期　１株通期　１株44円配当の継続円配当の継続

税前当期利益税前当期利益 6262億以上億以上の達成の達成

有利子負債有利子負債 有利子負債依存度率２０％以下有利子負債依存度率２０％以下

売上高売上高 10001000億円以上の達成億円以上の達成

共同出資型Ｍ＆Ａの実行共同出資型Ｍ＆Ａの実行
財務健全化財務健全化

グループシナジー創出グループシナジー創出
高収益構造高収益構造

経常利益　62億経常利益　経常利益　62億

経
営
目
標

経
営
目
標

売上高　1000億円売上高　売上高　1000億円億円
2009年9期（Ｅ）　　中期利益計画
2009年9期（Ｅ）　　中期利益計画中期利益計画

YUMESHIN　HD Vision 2009

78,50078,500

91,52291,522

100,450100,450

41,544
41,544

（単位；百万円）

　　 ⅣⅣ..中期利益計画　中期利益計画　【高収益構造の構築【高収益構造の構築==企業価値の極大化に注力－２】企業価値の極大化に注力－２】
１４１４

■人材ビジネス　　　　
■不動産建設　　　　
■その他

業績計画　業績計画　Point　　

１．今後のＭ＆Ａ案件は含まず
２．勝村建設=暖簾金額　　　　
　　　　　　　　　　　【+580百万】　

１．今後のＭ＆Ａ案件は含まず１．今後のＭ＆Ａ案件は含まず
２．勝村建設２．勝村建設==暖簾金額　　　　暖簾金額　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【+580百万】　



投資家の皆様に投資家の皆様に・・・・・・・・Ｍ＆Ａ活用による企業成長Ｍ＆Ａ活用による企業成長を期待を期待して下さいして下さい
１５１５

ir@yumeshin.co.jp

代表取締役会長兼社長　佐藤眞眞吾
執行役員　経理部　部長　島田　健司　
　ＩＲ室長　　　　　　　　　　　　高田　義春
担当総務部　ＩＲ担当　　　　長岡　章夫　

エクセレント・カンパニー　　　　　エクセレント・カンパニー　　　　　
　　　　　　へのへの道を走ります道を走ります

シナジー効果を生むＭ＆Ａ　シナジー効果を生むＭ＆Ａ　　　　　　　

株主価値の極大化株主価値の極大化　　　　　　　　

　　　本資料は、２００６年９月期決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当本資料は、２００６年９月期決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当

社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本
資料は２００６年１１月２０日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載資料は２００６年１１月２０日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載
された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性
を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。


